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津軽地方に伝わる珍しいお祭り「虫

おくり」が開催されました。

虫とは一般に長虫と言われ、蛇、龍

のことをさします。龍神様に豊作を祈

願するために、田植え後に行なわれま

す。ワラでできた龍のような形をした

虫を先頭に行列が繰り出しました。

/虫ノ練り歩く
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広報しうる（2）
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鯵澗鵬洲迄I溌副蕊濁り廻郷ﾘ劉客皇達篭鬮
I相内地区6月ﾌ日】

相内青年団、虫送り芸能保存会、市浦小学校
PTA、子ども会等が参加し、盛り上がりをみ

せました。五穀豊穣を祈願する勇壮な踊りとし

て知られる｢太刀振り」と荒馬との競演は、観

る人に感動を与えました。

虫が一巡し、本町に達した頃は、沿道の見物

人も飛び入りで踊る等、祭りも最高潮に達しま
した。

5月剖日､

さなぶり保存会、まんまる会、山びこ会、子ど

も会の参加により行なわれました。

村はずれにさしかかった頃、荒馬が、早苗揃っ

た田んぽに落され、田をこぎ出すといういつもの

光景が見られ、参加者や見物人の笑いを誘ってい

ましたd

これがなければ「おんだの虫おくりではない」
と今では名物になっています。
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(3)広報‘うち

★
金
木
高
校
市
浦
分
校

県
高
校
定
時
制
、
通
信
制
総
合
体

育
大
会
の
陸
上
競
技
が
、
六
月
二
十

二
日
、
青
森
市
の
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
な
わ
れ
、
学
校
対
抗

総
合
女
子
の
部
で
、
三
沢
高
校
と
同

点
と
な
っ
た
が
、
上
位
入
賞
者
数
で

上
回
っ
た
市
浦
分
校
が
初
優
勝
し
、

三
沢
高
校
の
十
四
連
覇
を
阻
み
ま
し

た
。

ま
た
、
男
子
の
部
で
も
総
合
で
五

位
に
入
賞
す
る
な
ど
健
闘
が
光
り
ま

し
た
。

特
に
、
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で

は
三
沢
高
校
と
百
分
の
一
秒
の
差
で

朗
報
へ
続
々

簡
潔
塑
望
秒
の
差
似
瞳
刺

陸
止
競
溌

１
１
０
四
刃
四
画
》
■

９
財
幻
仇
吋
」
か
軒

〃
・

■

Ｆ
１
■
白
び
己
‐
ｒ
，

▲結果報告する市浦分校生

大
会
で
籾
の
菜
冠

▲優勝旗を手に記念撮影

競
り
勝
ち
、
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
五
日
、
同
校
陸
上
部
員

九
名
、
校
長
先
生
、
教
頭
先
生
、
担

当
教
諭
等
が
優
勝
旗
を
持
っ
て
、
優

勝
の
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
ｃ

生
徒
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
自
己
紹

介
の
後
、
大
会
の
様
子
を
報
告
し
ま

し
た
。
報
告
を
受
け
た
村
長
は
小
さ

な
学
校
で
大
き
な
栄
冠
を
勝
ち
得
た

こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
と
絶
賛
し

て
い
ま
し
た
。

選
手
一
行
は
、
八
月
八
日
か
ら
国

立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

巳
戸ごアー

《
二
位
平
山
ひ
し

一
一
一
一
一
二
与
曇
雲
陣
Ｂ
１
ｒ
ｂ
Ⅱ
Ｂ
■
Ｉ
ｌ
ｑ
ｑ
９
０
日
１
１
０
０
●
６
０

★
市
浦
小
学
校
バ
レ
ー
部

六
月
十
五
日
稲
垣
村
で
行
な
わ
れ

た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ベ
プ
シ
カ
ッ
プ

大
会
で
市
浦
小
学
校
バ
レ
ー
部
が
準

強
豪
を
競
り
勝
つ

ベ
プ
シ
カ
ツ
プ
大
会
で
準
優
勝

★
一
○
○
ｍ

二
位
平
山
ひ
と
み
（
三
年
）
｜

★
二
○
○
ｍ

三
位
湊
裕
美
（
三
年
）

★
四
○
○
ｍ

一
位
藤
崎
弘
達
（
一
年
）

二
位
湊
裕
美
（
三
年
）

三
位
湊
由
加
里
（
三
年
）

★
八
○
○
ｍ

三
位
松
谷
光
二
年
）
一

三
位
湊
由
加
里
（
三
年
）
・

★
一
五
○
○
ｍ

六
位
松
谷
光
（
一
年
）

★
四
○
○
ｍ
ハ
ー
ド
ル

一
位
藤
崎
弘
達
（
一
年
）

★
砲
丸
投
げ

五
位
古
川
絵
里
香
（
二
年
）

五
位
内
海
祐
太
（
三
年
）

★
円
盤
投
げ

二
位
古
川
絵
里
香
（
二
年
）

三
位
内
海
祐
太
（
三
年
）

★
走
り
幅
跳
び

二
位
平
山
ひ
と
み
（
三
年
）

需
浦
分
校
記
錘

Ｕ
も
？

’
I

二
年
）
－

１
１
‐
，
１
－
、 夕

優
勝
に
輝
き
、
バ
レ
ー
部
員
六
名
、

担
当
教
諭
、
監
督
の
八
名
で
県
大
会

出
場
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
八
チ
ー
ム
が
参
加
、
市
浦
小
学
校

は
一
勝
二
敗
で
並
ん
だ
三
校
の
内
、

得
失
点
差
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

選
手
八
名
は
自
己
紹
介
の
後
、
県

大
会
に
向
け
て
の
抱
負
を
村
長
に
伝

え
ま
し
た
。

県
大
会
は
、
青
森
市
「
青
い
森
ア

リ
ー
ナ
」
で
七
月
十
三
日
に
行
わ
れ

ま
す
。第

十
三
回
県
民
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
壮
年
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
に
出
場
し
た
棟
方
由
美
さ
ん
が
男

子
五
十
歳
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
、

パ
ワ
ー
全
開
で
圧
勝

壮
年
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
優
勝

▲健闘が光った市浦小バレー部

七
月
十
日
役
場
を
訪
れ
村
長
に
優
勝

報
告
し
ま
し
た
。

棟
方
さ
ん
は
、
日
頃
市
浦
村
ボ
ー

リ
ン
グ
部
（
部
長
Ⅱ
新
岡
寿
行
）
の

仲
間
と
練
習
に
励
ん
で
お
り
、
そ
の

成
果
が
今
回
の
優
勝
に
結
び
つ
い
た

も
の
で
す
。

棟
方
さ
ん
は
「
今
回
初
め
て
参
加

す
る
大
会
で
あ
り
緊
張
感
も
あ
っ
た

が
無
欲
で
挑
ん
だ
の
が
結
果
と
し
て

良
か
っ
た
。
青
森
市
や
、
弘
前
市
か

ら
多
く
の
強
豪
選
手
が
参
加
し
た
巾

で
の
今
回
の
成
繊
は
価
値
が
あ
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
ス
ポ
ー
ッ
レ
ク
大
会
は
十
一

月
に
香
川
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

棟
方
さ
ん
は
男
子
五
十
歳
の
部
で
青

森
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

高
松
村
長
は
、
「
全
国
各
地
で
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
が
揃
う
中
、

十
分
実
力
を
発
揮
し
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

▲優勝のメダルを披露
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昨
年
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操

の
権
威
で
あ
る
鈴
木
先
生
を

招
い
て
、
ダ
ン
ベ
ル
で
「
寝

た
き
り
防
止
を
め
ざ
す
」
と

題
し
講
演
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

以
来
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を

全
村
的
に
普
及
さ
せ
よ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
取

り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
ど
れ
く
ら
い
浸
透
し
て
い

る
の
か
取
材
し
ま
し
た
の
で

報
告
い
た
し
ま
す
。掴心

I

里

｜心と侭のグィヱヅ藤 ノ
ｰ

？
ト
ム
院
篇
園
】

一~~一一~一一ｰ‐~.＝一
旦

目賊

毎
朝
の
お
あ
つ
ま
り
の
時
、
ニ
ギ

ニ
ギ
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ダ

ン
ベ
ル
の
重
さ
は
、
片
方
二
百
五
十

グ
ラ
ム
、
玄
米
を
使
用
、
幼
児
に
適

し
た
重
さ
で
使
い
や
す
く
し
て
い
る
。

曲
に
あ
わ
せ
、
保
育
士
の
号
令
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
と
て
も
楽
し
そ

う
に
、
い
き
い
き
と
実
施
し
て
い
る

子
ど
も
の
姿
は
将
来
の
健
康
、
長
寿
、

そ
し
て
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
予
想
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
取
り
組
ん
だ
結

果
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
興
味
が

持
た
れ
る
取
材
で
し
た
。

▲力を入れて、ゆっくりと▲みんなでやると楽しいよ

【
市
‐
開

授
業
前
の
朝
の
時
間
帯
を
利
用
し
、

隔
週
で
、
火
、
木
、
金
の
三
日
間
実

施
し
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ベ
ル
は
木
製

で
特
別
注
文
し
た
も
の
。
学
年
に
よ

り
重
さ
を
調
節
し
て
い
ま
す
。
曲
に

あ
わ
せ
て
、
生
徒
の
号
令
で
運
動
し

て
い
ま
す
。

●
生
徒
の
声
「
結
櫛
楽
し
ん
で
い
る
」

「
い
や
で
は
な
い
よ
」

●
先
生
の
声
「
隔
週
な
の
で
効
果
が

あ
る
の
か
心
配
で
す
。
毎
日
続
け

た
い
の
で
す
が
計
算
の
日
、
読
書

の
日
も
あ
り
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
」

一
塾
埜
一
》
毛

小

学
‐
校
】▲1，2と生徒の掛声で▲膝を曲げ、体は前傾が基本

帝
浦
中
学
校
】

則一I

全
学
年
、
体
育
の
授
業
の
準
備
体

操
と
し
て
ダ
ン
ベ
ル
体
操
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
取
り
立
て
て
使
っ
て

い
る
曲
は
な
い
の
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

み
ん
な
の
体
操
に
合
わ
せ
て
や
っ
て

い
ま
す
。

●
先
生
の
声
「
毎
日
取
り
組
み
た
い

が
、
や
は
り
時
間
の
調
盤
が
難
し

く
、
体
育
の
時
間
に
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
」

三

”
・
｛

鰹塞鷆
盈

中
学
入
校

町fl

I
一
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嚥

▲終盤でも疲れは見えず

囑
遊
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
＆

入
浴
、
昼
食
サ
ー
ビ
ス
後
、
さ
っ

ぱ
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
ニ
ギ
ニ
ギ
体

操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
員
椅
子

に
座
っ
た
ま
ま
「
孫
」
の
曲
に
合
わ

せ
て
ゆ
っ
く
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
指
導
員
の
声
「
皆
ん
な
、
し
っ
か

り
つ
い
て
き
て
い
る
よ
。
ま
だ
大

き
な
効
果
は
出
て
い
な
い
が
、
歩

き
具
合
の
悪
か
っ
た
人
が
し
っ
か

り
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
よ
」

今
後
も
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
を
一
番

早
く
実
証
し
て
く
れ
る
の
が
こ
の
団

体
の
よ
う
で
す
。

11

▲座ったままでも効果は大▲「孫」の曲でノリノリ
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▲特訓を受ける指導隊員 函 平

一画-‘α＝－－雪---監一､ﾛh■■

住
民
福
祉
課
で
は
、
ダ
ン
ベ
ル
を

や
り
た
い
人
に
、
い
つ
で
も
指
導
員

を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
指
導
隊
を
結

成
し
ま
し
た
。
た
だ
い
ま
猛
特
訓
中

で
す
。
ダ
ン
ベ
ル
を
始
め
た
い
と
言

う
方
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。
正
し
い

方
法
で
指
導
い
た
し
ま
す
。

戸帝子君訂 ー＝

三
和
淑
さ
ん
宅
の
車
庫
で
九
時
頃

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
立
ち
寄

っ
て
見
て
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

冠
六
二
－
二
七
三
六

コ
ミ
セ
ン
で
週
一
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
不
定
期
な
の
で
問
い
合
わ
せ

を
し
て
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

念
六
二
－
二
一
二
（
内
線
三
四
）

脇
元
地
区

相
内
地
区

耐の取り組み。取

ダンベル偉観
箔導隊繍賎

－ー
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Q・回数はどれくらいがいいの

基本プログラム10種目をそれぞれ10回から15回行
うとちょうど15分かかります。でも体調を見て、「ち
ょうどいい加減｣を見つけましょう。

Q.呼吸は…・

意識せず自然な呼吸で行ないます。「l、2，3」
と声をかけながら行なうと自然に息を吐き、息を吸
うようになります。

Q早さは…
1，2，3，4と4秒かけてあげ5，6，7，8

と4秒かけておろします。早すぎるのは効果があり
ません。

僧冒 ’ 33
‐‐

ハ

｢ぞあ71誰でも安全にできる

｢壱あ司一人でできる

｢壱あ引短い時間でできる
尾あ耳1いつでもどこでもできる

｢壱あ司普段の服装でできる
｢宅あ引環境に左右されないでできる

｢＝あ司経済的である

|，

迩
一

冨冒認睡梨圭朧弓

｢ぞあ1］がんばり過ぎない

匿画臺藤墓三-すれば､いくらで
｢ぞあ引短い時間でできる

｢ぞあ万|軽いダンベルで充分

｢吾あ引動作はゆっくりと

導 盲指 隙目旨 の

●巨利淑さん(IIⅢ元）「自宅でやっているので、
気軽に遊〔聴覚できて下さい」．

●三和美保子さん(相内）「体操が終わった後は血流
が良くなったと実感できます」

●奈良洋子さん(棚内）「膝が悪いので苦しいけど、
少し頑張ってみようと思っています。やせれたら嬉
しい！」

●中山たいさん(州内）「とにかく順番を覚えて一
人でもできるようになりたいです」

●伊藤弘子さん(棚内)．膿わった後はすっきりし
でいます」

【ﾖｺパﾙ健闘本操の原則一_「一健康 ホ 原

画l菫訟ﾙの重さを変
｢宅あ豆I毎日少しでも行なう

皿蕊毫葵皇も小さな
尾あ瓦1意識して行なう

「きちんとやると結構疲れ
いて'い‘るような気がします」

⑪小林まち
ますね｡!T

子さん（州内）

でも何となく 効

●●●｡●●、⑫⑱、●●⑧⑪●●●●●●●●●●●●●鈴⑪●●●●●●●●●●鯵●●＠＄●●●●●●●④●e心●●●
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★
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
用
し
身
体
背

面
を
末
端
か
ら
も
み
ほ
ぐ
し
て
ゆ
き

ま
す
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
に
よ
り
リ
ラ

ク
セ
ー
シ
ョ
ン
効
果
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

効
果
を
高
め
る
全
身
の
ボ
デ
ィ
ー
リ

ラ
ク
シ
ン
グ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。
疲

れ
や
コ
リ
を
感
じ
て
い
る
方
、
ス
ト

レ
ス
の
緩
和
に
も
お
勧
め
の
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
で
す
。
ち
な
み
に
オ
イ
ル

の
種
類
に
は
ユ
ー
カ
リ
、
パ
イ
ン
、

！
囲
圏
罰
回

霧
I
I

１
１
１

■
］
臣Ｊ

ｑ
■
‐
函
レ
ヴ

完気力1い掴ｲー’一！1戸！■

◆

1
0

"='

し23卦 ’

ミ
ン
ト
、
レ
モ
ン
の
四
種
類
が
あ
り

ま
す
。
症
状
に
合
わ
せ
て
オ
イ
ル
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
普
段
頑

張
っ
て
い
る
自
分
に
ご
褒
美
を
あ
げ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
…
。

★
自
称
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
フ
リ
ー
ク

五
所
川
原
の
Ｎ
さ
ん

海
遊
館
に
来
る
と
必
ず
受
け
る
わ
。

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
女
王
様

気
分
よ
・
ア
ロ
マ
の
香
が
心
地
よ
く

て
い
つ
も
寝
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
肩
が

こ
っ
た
時
や
、
山
歩
き
し
て
疲
れ
た

と
き
に
受
け
る
と
す
っ
き
り
し
て
気

分
は
サ
イ
コ
ー
っ
て
感
じ
（
笑
）
。

彊
窟
園
眉
画

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
方
法
と
は
何
で
す
か
？
人
そ

れ
ぞ
れ
様
々
な
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン

方
法
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
も

そ
も
こ
の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
っ
て

何
な
ん
で
し
ょ
う
。

そ
の
前
に
健
康
の
三
要
素
っ
て
ご

存
知
で
す
か
？
こ
の
三
つ
の
要
素
が

バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が

出
来
て
初
め
て
健
康
が
成
り
立
ち
ま

－
◎

す①
運
動
Ⅱ
人
間
に
と
っ
て
適
度
な
活

動
（
運
動
）
が
体
力
を
維
持
・
向

上
さ
せ
ま
す
。
運
動
不
足
が
体
力

の
低
下
を
招
き
ま
す
。
極
度
の
低

体
力
は
日
常
生
活
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
階
段
を
上
っ
た
だ
け

で
息
切
れ
す
る
方
運
動
不
足
サ
イ

ン
で
す
。

②
栄
養
Ⅱ
食
事
か
ら
摂
取
す
る
栄
養

素
が
身
体
を
作
り
ま
す
。
栄
養
が

足
り
な
け
れ
ば
せ
っ
か
く
運
動
し

て
も
理
想
の
身
体
は
作
ら
れ
ま
せ

ん
。
逆
に
多
い
と
肥
満
の
原
因
に
。

③
休
養
Ⅱ
人
間
の
身
体
は
睡
眠
を
取

る
こ
と
で
回
復
し
ま
す
。
睡
眠
中

に
疲
労
を
回
復
し
た
り
、
栄
養
を

効
果
的
に
吸
収
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
健
康
の
三
要
素
が
あ

り
ま
す
が
、
運
動
の
必
要
性
や
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
な
ど
は
皆
さ

ん
も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
の
が
休
養
で

す
。
睡
眠
？
「
毎
日
と
っ
て
る
よ
。
」

と
思
う
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

問
題
は
睡
眠
の
質
で
す
。

こ
こ
で
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
の
登

場
で
す
。
い
か
に
効
果
的
に
身
体
を

休
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
？
と
い
う

こ
と
で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
自

律
神
経
の
副
交
感
神
経
が
優
位
に
働

き
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
と
、
呼
吸
が
ゆ
っ
く
り
に
な

り
、
血
圧
が
落
ち
着
き
、
末
梢
の
血

液
循
環
が
良
く
な
り
ま
す
。
眠
く
な

る
と
指
先
が
温
か
く
な
っ
て
ウ
ト
ウ

ト
気
持
ち
い
い
状
態
で
す
。
そ
の
他

に
血
液
中
の
リ
ン
パ
球
が
増
え
て
抵

抗
力
が
増
し
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
身
体
を
休
め
る
と
身
体
の
回
復
力

が
全
然
違
い
寝
起
き
も
す
っ
き
り
で

す
。
こ
の
よ
う
に
身
体
だ
け
で
な
く

神
経
も
安
定
さ
せ
、
正
に
心
身
共
に

身
体
を
休
め
る
と
言
う
こ
と
が
リ
ラ

ク
セ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。

で
も
な
か
な
か
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
て
も
難
し
い
。
そ
ん
な
時

は
海
遊
館
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ

さ
い
。
海
水
に
つ
か
る
だ
け
で
も
い

い
で
す
し
更
に
海
水
の
ミ
ス
ト
の

「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」
や
『
ピ
シ
ー
ナ
リ

ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
』
も
お
勧
め
で
す
。

『
ピ
シ
ー
ナ
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
』

は
海
水
プ
ー
ル
で
浮
遊
上
体
で
の
リ

ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
で
お
母
さ
ん
の
お

ほ
う
ふ
つ

腹
の
中
で
眠
る
感
覚
を
髻
籠
さ
せ
る

究
極
の
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

海
遊
館
で
あ
な
た
に
足
り
な
い
健
康

の
要
素
を
見
つ
け
て
み
て
は
．
：

■与弓ソヲァン募裳遍
遠くて通えぢい､ご這定朋的芯利用|さしだい｡ヨラソフアンを募集！

g月7日よりサービス儘飴！(只今先行受付中）
一

年会費:2,400円で以下の特典が受けられます。

【綱入館料が常時800円
【認⑨運動プログラムは無料で○K
【認○ポイントサービス(ポイントを貯めて商品をGET!)
g鯛同伴者の入館料が20%OFF(3名様まで）
乗たこ可走爾六噺方來わ薮い犬'ま是非ヲ帝＞(量1龍霧¥T$すよ

－ － － －－▲．一一一一一一一一一一 一 一 一 一 ユ ー ▲ － ▲ 一 ユ ー ー ー ー ー ユ ー ユ ー ▲ － 一 一 一一一一ムーユーユーー一■一■－■一凸一合－●一七一凸一■－●－合一＝ld－Peq－－弓be弓炉一号一Gd卜e－b－－－

●
Ｓ
弱
年
６
月
８
日
生
れ
（
氾
歳
）

●
ふ
た
ご
座
Ａ
型

●
市
浦
村
相
内
出
身

●
趣
味
ド
ラ
イ
ブ
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
、
サ
ー
フ
ィ
ン
（
今
年
デ

ビ
ュ
ー
す
る
つ
も
り
）

は
じ
め
ま
し
て
７
月
１
日
か
ら
し

～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
に
勤
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
秋
田
谷
由
美
で
す
。

私
は
運
動
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

何
度
か
し
～
う
ら
ん
ど
を
利
用
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
夢
の

『
し
～
う
ら
ん
ど
』
に
勤
め
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

始
め
は
覚
え
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
大
変
で
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
だ
と
思
う
の
で
、
気
合

を
入
れ
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き

た
い
デ
ス
″
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
し

１
う
ら
ん
ど
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

身
体
の
調
子
が
良
く
な
り
ま
す
よ
～
。

はじめまして11
秋田谷由美でず
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教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
が
休
み

と
な
る
土
曜
日
を
利
用
し
て
、
自
然

体
験
や
社
会
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

感
性
や
た
く
ま
し
さ
、
豊
か
な
心
を

育
も
う
と
、
市
浦
小
児
童
を
対
象
に

「
し
う
ら
子
ど
も
未
来
塾
」
を
開
熱

し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
二
十
九
人
で
、
来
年
の

し
う
ら
子
ど
も
未
来
塾
が
開
塾

塾
生
朗
人
で
ス
タ
ー
ト

二
月
ま
で
、
十
三
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体

験
活
動
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
も
指

導
は
、
知
識
・
経
験
に
優
れ
た
村
民

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識
の
高

揚
や
体
制
づ
く
り
の
ね
ら
い
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
読
書
・
読
み

聞
か
せ
活
動
の
推
進
、
市
浦
分
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
す
で
に
実
施
し
た
二

つ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■

鶴’惨
オ
カ
リ
ナ
づ
く
り
の
説
明
に
耳
を

傾
け
る
参
加
者

&腿
一

蕊 I
瀞 識 義

心一

臘拶 …
津一（ J

午

詳

鴎
蓮

ｐ
Ｊ

肉が

ヘ！
や

霧 ’夕■d…~_

も
や
焼
教
室
は
、
五
月
二
十
四
日

印
の
開
塾
式
が
終
っ
て
か
ら
型
作
り
、

色
付
け
な
ど
三
回
に
わ
た
っ
て
行
い
、

参
加
者
は
無
事
、
作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
村
も
や

ー~
戸

’
日
日
■
日
■
Ｌ
ｑ
ｑ
■
ｑ
４
■
■
２
日
■

活動を推進
ます。
っています。 ▲最後は全員で記念撮影

.

焼
ク
ラ
ブ
代
表
の
小
山
内
文
明
さ
ん

（
十
三
）
も
「
オ
カ
リ
ナ
づ
く
り
の
指

導
は
初
め
て
。
音
出
し
に
は
大
変
苦

労
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
子
ど
も

た
ち
に
は
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
、
鍛

後
は
み
ん
な
で
「
ち
よ
う
ち
よ
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。

そ
ぱ
打
ち
体
験
は
、
種
ま
き
か
ら

収
穫
、
試
食
ま
で
の
年
四
回
の
活
動

で
、
指
導
は
、
村
産
業
建
設
課
の
三

浦
美
智
男
さ
ん
が
務
め
て
い
ま
す
。

一
回
目
と
な
る
種
ま
き
は
、
三
浦
さ

『

識
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
Ⅱ
可
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
冊
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
凹
巳
ｐ
日
■
Ｕ
＆

1
縢
繍
鶴
錆
燃
臓

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
■
■
１
１
１
１
Ｆ
・
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ｐ
ｌ
Ｌ
Ｆ
ｒ
ｒ
Ｉ
ｑ
０
Ｉ

IＩ
Ｉ 畿

議
総
騒
一 夕

ん
所
有
の
桂
川
地
区
の
畑
で
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
秋
の
収
穫
を
今
か
ら
心

待
ち
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
炭
焼
き
小
屋

の
見
学
や
川
遊
び
な
ど
、
自
然
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

【新刊情報， 市浦村コミュニティセンター図書館

内容紹介タイトル｜著者名

感動の最新長編。愛と勇気の冒険フ
ァンタジー

ブレイブ・スト
ーリー上下

宮部みゆき

わが子を「自立」させないと、何が
起きるか！

吾供を愛しすき
てダメにする親

ローリー・ア
シュナーほか

人気番組
｢行列のできる法律相談所」編

超役立ち法律
大辞典

日本テレビ

｢北朝鮮拉致」との戦いの真実。怒
りの手記

蓮池透奪還

名選手、富饒鶴の記憶から離れない
一言。あの感動・興童がよみがえる

あの一言はすごか
ったIスポーツ纒

後藤忠弘
▲種まきをする参加者

験

|NC

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

相澤恵美子

雷暘亜由美

下山達彦

奈良靖子

長利友子

平野勝彦

近藤昌浩

三和悦穂

村元秀子

櫛引笑子

市浦小蓉校･教諭

市浦中学校･教諭

市浦分校･教諭

市浦村社会福祉協議会

あしゅまる隊

市浦小PTA･会長

市浦中PTA･会長

市浦村子ども会育成連合会会長

市浦村体育協会

市浦村連合婦人会

磯松

五所川原市

中里町

太田

相内

相内

十三

相内

磯松

脇 元

悪鯵鐵;､毒劇 鍼皇}耐.驚憧獲再騒曇.:胃'礎 随満塞毒：
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一
諭
浦
村
の
埋
蔵
文
蛎
嚇

４
１
６

一

し
十
三
湊
遺
跡
・
ご
み
穴
か
ら
出
ま

し
た
大
量
の
陶
磁
器

１
‐
』

■
１
１
１
１
６
０
９
０
１
０
０
６
０
４
４

私
た
ち
が
暮
ら
す
十
三
湖

周
辺
の
地
域
は
、
十
三
湊
を

代
表
す
る
よ
う
に
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
日
本
海
交
易

や
内
水
面
交
通
の
要
衝
と
し

て
繁
栄
を
極
め
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
十
三
湊
と
安

藤
氏
の
歴
史
を
背
景
に
活
発

だ
っ
た
日
本
海
交
易
の
一
端

を
紹
介
し
ま
す
。

蒲十
三
湊
砦
鰍
兇
雌
湘
協
貫
易

理

文

海
岸
沿
い
に
城
や
館
を
多
く
設
け
て

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
松
前
藩
の

し
ん
ら
の
き
み
く

歴
史
書
『
新
羅
之
記
録
』
に
記
録
さ

れ
、
館
主
の
多
く
が
津
軽
安
藤
氏
の

い
み
な
す
え

識
の
一
宇
「
季
」
を
用
い
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
記

録
さ
れ
た
館
名
の
数
か
ら
、
一
般
に

ど
う
寂
ん
じ
ゅ
う
に
た
て

「
道
南
十
二
館
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
ｃ

は
こ
だ
て

現
在
の
函
館
市
に
は
「
箱
館
」
が
存

在
し
、
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
最
も
有
名
な
も
の

は
函
館
空
港
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に

し
の
り
湾
て

あ
る
志
苔
館
跡
で
す
。
こ
の
一
帯
は
、

う
が
こ
ん
ぷ

室
町
時
代
の
京
都
で
「
宇
賀
昆
布
」

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
か
つ
て
館
周
辺
か
ら
日
本

国
内
で
最
大
の
出
土
量
を
誇
る
三
十

七
万
五
千
枚
の
大
量
の
古
銭
が
大
謹

三
個
に
入
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
安
藤
氏
配
下
の
家

臣
を
館
主
と
し
て
送
り
込
み
、
北
海

道
在
住
の
ア
イ
ヌ
と
北
方
産
物
（
昆

布
・
鮭
・
毛
皮
類
な
ど
）
の
交
易
を

十
三
湊
に
拠
点
を
置
い
た
津
軽
安

藤
氏
は
、
最
も
繁
栄
を
極
め
て
い
た

お
し
き

室
町
時
代
に
北
海
道
の
渡
島
半
島
の

一
一
安
藤
氏
と
道
南
十
二
館

｜

I

鰯

！

通
じ
て
道
南
地
域
を
掌
握
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

集
め
ら
れ
た
北
方
産
物
は
十
三
湊
を

経
由
し
て
、
日
本
海
交
易
に
よ
っ
て

京
都
ま
で
運
ば
れ
る
ル
ー
ト
が
す
で

に
確
立
し
て
い
た
の
で
す
。

室
町
時
代
の
京
都
に
お
い
て
、
武

家
や
庶
民
の
手
習
い
教
本
と
し
て
書

て
い
き
ん
お
う
ら
い

か
れ
た
「
庭
訓
往
来
」
に
は
、
奥
州

金
・
奥
漆
・
宇
賀
昆
布
・
夷
鮭
な
ど

北
方
の
特
産
品
が
す
で
に
登
場
し
て

上
ノ
国
守
護

｜
安
藤
氏
と
室
町
時
代

応
永
三
十
二
四
二
三
）
年
、
安

藤
陸
奥
守
が
室
町
幕
府
五
代
将
軍
・

あ
し
か
が
よ
し
か
ず

足
利
義
量
の
将
軍
就
任
祝
い
に
使
者

を
送
っ
て
、
「
馬
二
十
匹
・
鳥
五
千

が
が
ん

羽
慧
眼
（
銭
）
二
万
匹
、
海
虎
皮

（
ラ
ッ
コ
皮
）
三
十
枚
・
昆
布
五
百

の
ち
か
が
み

握
」
を
献
上
し
た
こ
と
が
「
後
鑑
」

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
記

い
ま
す
ｃ

□

～

一

松前守護

全
蛎
崎

十三湊

録
さ
れ
た
産
品
は
、
安
藤
氏
の
支
配

下
に
あ
っ
た
北
方
地
域
の
産
物
で
あ

り
、
安
藤
氏
の
性
格
や
経
済
基
盤
を

物
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
、
安
藤
氏
は
北
方
交
易
で
蓄

え
た
財
力
を
背
景
に
、
積
極
的
に
中

央
権
力
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）｢道南12館」と三守護職（○は現在未確認）

番号

館
名

123456789101112

志箱茂中脇穏草大禰原 比上へ

苔別野本内部:口石蕊
館館館館館館館館館館館館悠



(9)広報しうる

d

､

主潅尭零篝か(_司諏寒甘人方。

地域住民が合併協議に主体的に参画できる機会を設けるとともに、新町建設計画策
定に当たって幅広く住民の意見を聴き、もって新町のまちづくりに反映させるため、
住民ワークシヨップを開催します。

4町村に在住している方

'’
11

|■
j
●

40人程度（各町村10人程度）

※応募者多数の場合は、住所、年齢、性別等を勘案し、小委員会で選考します。

金木町、中里町、市浦村、小泊村の4町村が合併した場合の新町建設計画に関する
下記事項について、少人数のグループで自由に意見交換し、「新町建設計画等検討
小委員会」及び「津軽北部四町村合併協議会」に提言します。

(1)新町の将来像に関することc

(2)新町の主要プロジェクトに関すること。
(3)その他新町のまちづくりに関し、必要と認められること。

平成15年8月～9月（4回程度、4町村持ち回りで開催）

Ｉ
Ｐ
１
Ｆ
Ｉ
０
０
Ｈ
Ｐ
■
皿
Ｆ
一
口
Ⅱ
，
０
１
８
Ｋ
Ｏ
Ｌ
■
ｂ
■
け
■
Ｂ
Ⅱ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
■
■
且
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
Ｆ
Ｕ
８
８
Ｉ
ｐ
ｅ
Ｄ
●
且
巳
。

４

１

１
１
１
１

１
１
１
１
１

報酬|、旅費の支給はありませんが、提言後、粗品を贈呈します。

官製はがき、封筒、ファクス、電子メール
’

１
１
１
１
１

①住所．②氏名(ふりがな）．③生年月日．④性別．⑤電話番号
⑥住所．⑦参加希望の理由

津軽北部四町村合併協議会事務局
〒037-0202北津軽郡金木町大字金木字朝日山323金木町役場3階

ファックス:0173-54-1301

電子メール:kanagi-gappei7@11et.pref.aomori.jp

応募締切：平成15年7月31日(木)(当日消印有効）

’

提供・提
一
三
目

－

＜三二竺.’
住
民
の
意
見

Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
ｒ
■
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｉ
ｒ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
０
Ｐ
ｌ
０
１
Ｋ
Ｉ
。

※住民ワークショ･ﾝプとは…

住民参画の一つの手法で、参加者が少人数の幾つかのグループに分かれ、設定されたテ
ーマについて自由な雰囲気の中でお互いに意見を出し合いながら考えをまとめていく形式
のもので、市町村合併に関しても取り入れられています。

＃

N

住民ワークショツプ

住民アンケート



広報＆うち⑩

|雷雲霊駕三安心
国民年金は国が運営する年金制度。安全・確実に運営され
ています。

|鶚彗懲①
国民年金の大きな特徴のひとつは｢物価スライド制｣。物価

が上がれば、それに応じて受けとる年金額も上がるという

しくみで、時代を超えて安定した｢価値｣が保たれます。

|語暹絹雲需菫て
国の年金制度では、社会経済情勢の変化に対応し長期的な

安定を図るために、5年に1度の｢財政再計算｣で、財政運

営計画の見直しや制度内容の軌道修正を行っています。

副戻I露念畑|そIの躯iの縮|付'第1号被保険者が対象になります
年 金 給付の条件 年 金 額

老齢基礎年金を受ける資格のある夫が何の年金も受けずに
死亡したとき、結婚期間が10年以上ある妻に60歳から65歳
になるまで支給

夫の老齢基礎年金額の
3／4

寡婦年金

保険料納付年数により
12～32万円
(付加年金は8,500円）

保険料を3年以上納めた人が何の年金も受けずに死亡した
とき支給

死亡一時金

第1号被保険者として保険料を6ヵ月以上納付した短期在
留の外国人が何の年金も受けずに帰国したときに支給

保険料納付月数により
39,900～239,400円

脱退一時金

子
供
達
に
と
っ
て
夏
の
身
近
な
風

物
詩
お
も
ち
ゃ
花
火
。

し
か
し
「
お
も
ち
ゃ
」
と
は
い
え
、

花
火
の
原
料
は
火
薬
で
す
。
そ
の
た

め
正
し
い
使
い
方
と
注
意
事
項
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊

ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、
っ
。

○
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
遊
ん
だ
あ
と
は
、
あ
と
か
た
づ
け

を
必
ず
す
る
こ
と
。

花
火
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら
な
い

湯
所
と
時
間
ど
稜
始
末

○
夜
遅
く
ま
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し

非
孚
し
よ
、
っ
。

○
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
正
し
い
位
慨
に
正
し
い
方
法
で
点

火
し
て
く
だ
さ
い
。

○
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も

花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も

筒
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

点
火
す
る
時
も
筒
先
に
顔
や
手
を

出
さ
な
い
こ
と
。

○
花
火
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

○
花
火
は
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
。
絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

○
花
火
遊
び
が
終
っ
た
ら
、
花
火
の

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、

'

防

⑦

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク



広軽しうら01）

市浦村の人口と世帯数平成15.6.'現在

東
北
農
政
局
青
森
統
計
情
報
事
務

所
五
所
川
原
出
張
所
は
、
七
月
か
ら
、

東
北
農
政
局
五
所
川
原
統
計
・
情
報

セ
ン
タ
ー
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

農
林
水
産
省
は
、
昨
年
四
月
に

弓
食
」
と
「
農
』
の
再
生
プ
ラ
ン
」
を

提
案
し
、
国
民
の
た
め
の
農
林
水
産

行
政
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
政
策
推

進
の
た
め
、
七
月
に
省
内
の
組
織
を

改
革
再
編
し
、
効
率
的
な
組
織
運
営

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
情
報

提
供
機
能
の
強
化
と
統
計
作
成
機
能

の
効
率
化
及
び
分
析
力
の
強
化
を
図

る
た
め
、
五
所
川
原
市
を
は
じ
め
、

青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、
十
和

田
市
、
む
つ
市
の
六
カ
所
に
設
置
し

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
情
報
の
受

発
信
は
も
ち
ろ
ん
、
農
林
水
産
業
に

関
す
る
各
種
統
計
の
作
成
や
、
わ
か

り
や
す
い
統
計
デ
ー
タ
を
還
元
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

○
東
北
農
政
局

五
所
川
原
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

五
所
川
原
市
大
字

唐
笠
柳
字
藤
巻
五
○
七
’
五

五
所
川
原
地
方
合
同
庁
舎

公
○
三
七
’
三
五
－
六
○
六
○

○Ipc■hゆ_,■●寺,■q-■q 岸 ● ■ h ● ■ I ■ 一 ＝ 一 一 一 色 一 ● － ヶ － ● ー ■ ー ● 一 ● 一■一｡一●－◆一●一●－●一F一宇一一一■－●－●－●ー●一●一ぬ一己一●一■一宇一・q■■■■､■1■■■■●－‐－

自
衛
隊
で
は
、
平
成
十
六
年
入
隊

予
定
の
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
要
項
／
応
募
資
格
｝

★
一
般
曹
候
補
学
生

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
、
高

等
学
校
卒
業
者
〈
見
込
み
の
者
を
含

む
。
）
十
八
歳
以
上
二
十
四
歳
未
満

の
男
女
〈
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◆
試
験
期
日

○
一
次
試
験

平
成
十
五
年
九
月
二
十
日
出

○
二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い

ま
す
。

★
曹
候
補
士

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
、
高

等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
の
者
を
含

む
。
）
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

の
男
女
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◆
試
験
期
日

○
一
次
試
験

平
成
十
五
年
九
月
二
十
日
㈹

○
二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い

ま
す
ｃ

★
航
空
学
生

平
成
帽
年
度

自
衛
官
募
集
案
内

■1F◆q■■二弓串●I●q■●qp●■､■D幸一や一｡－■－■一■－守一寺一■一●q■■■■｡I■■■■●－■一°一■－■｡■■■■●－●ーロー画一｡－●－●－‐一●一●ー｡－●Ⅱ■■■■■一■ー◆一凸一●－，－●ー

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
、
高

等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
の
者
を
含

む
。
）
十
八
歳
以
上
二
十
一
歳
未
満

の
男
女
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◆
試
験
期
日

○
一
次
試
験

平
成
十
五
年
九
月
二
十
三
日
㈹

○
二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い

ま
す
Ｃ

Ｏ
三
次
試
験

二
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い

ま
す
。
（
航
空
要
員
の
み
）

★
二
等
陸
・
海
・
空
士

県内の交通事故概況 ､｡q守価｡■1-●qけqq‐一●一色1■■■■■｡■■■■●－●－◆一●一■－■－●－今一吟一今一●－

青森県交通対策協議会

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
、
十

八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
男
女

◆
試
験
期
日

○
男
子
Ⅱ
平
成
十
五
年
九
月
十
六
日

㈹
．
十
七
日
㈱

○
女
子
Ⅱ
平
成
十
五
年
九
月
二
十
六

日
㈱
・
二
十
七
日
㈹

◆
受
付
期
間

平
成
十
五
年
八
月
四
日
側
か
ら
平

成
十
五
年
九
月
十
日
㈱
ま
で
（
締
切

日
必
着
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
市
栄
町
三
四
－
六

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

五
所
川
原
募
集
事
務
所

盆
○
一
七
三
－
三
五
－
二
三
○
五＊（）内は前年｡累計は1月から｡速報値のため後日変更することがあI)ます｡

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,157 1,153 402

桂川 58 58 22

太田 239 239 81

脇 元 512 507 203

磯松 292 292 107

十三 780 779 264

計 3,038 3,028 1,079

｜
発
生
一
死
者
一
傷
者

6月

777件
(＋68）

12人

(＋7）

950人

(+61)

年累計

4,382件
(＋262）

45人

(＋3）

5,526人
(＋337）

死
者
の
状

飲酒運転による死者

高齢者の死者
～65歳以上の人～

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助
かったと思われる人

7人

(＋2）

19人

(＋2）

23人

(+1)

13人

(士0）

7人

(－3）



広報しうる (12)

①
海
水
や
海
中
の
泥
に
潜
み
、
夏
に

な
る
と
集
中
的
に
発
生
し
ま
す
。

②
生
の
魚
・
貝
・
イ
カ
な
ど
の
魚
介

類
に
付
着
し
ま
す
。

③
長
時
間
の
室
温
放
置
で
他
の
菌
の

倍
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
増
殖
し
ま

す
。

④
低
温
（
冷
蔵
庫
内
）
に
弱
い
こ
と

⑤
真
水
（
水
道
水
）
に
弱
い
こ
と

夏
は
食
中
毒
が
多
く
発
生
す
る
季

節
で
す
。
特
に
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
」

に
よ
る
食
中
毒
は
六
月
頃
か
ら
発
生

し
、
七
～
八
月
に
か
け
て
猛
威
を
ふ

る
い
ま
す
。
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
を
も
う

一
度
確
認
し
、
食
中
毒
発
生
を
防
止

し
キ
ー
ー
）
よ
箔
っ
○

ｌ
腸
炎
ビ
プ
リ
オ
の
特
徴

健康
ダ ’

一
一
一
一

Nol62

食
中
毒
予
防
は
「
細
菌
を
つ
け
な

い
」
「
細
菌
を
殺
す
」
「
細
菌
を
増
や

さ
な
い
」
の
三
つ
が
大
原
則
で
す
。

一
①
買
う
時
一

生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
選
び

早
目
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

｜
②
保
存
一

持
ち
帰
っ
た
生
鮮
食
品
は
、
す
ぐ

‐
症
状
１
１
；

◎
さ
し
こ
む
よ
う
な
腹
痛
と
下
痢

摂
食
後
十
～
二
十
四
時
間
後
に
激

し
い
腹
痛
と
下
痢
が
お
こ
り
ま
す
。

特
に
腹
痛
は
さ
し
こ
む
よ
う
な
激
痛

で
、
猛
烈
な
苦
し
さ
を
伴
い
ま
す
ｃ

激
し
い
下
痢
が
何
度
も
続
く
た
め
、

脱
水
症
状
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。１

１
予
防
の
心
構
鬼
！
！
‐

震
騨
一
謹
囑
謡

、

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
庫
内
を
詰
め
過
ぎ
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
を

過
信
せ
ず
早
目
に
食
べ
て
し
ま
う
事

が
大
切
で
す
。

｜
③
下
準
備
一

調
理
の
前
の
手
洗
い
、
調
理
器
具

は
な
る
べ
く
熱
湯
消
毒
し
、
食
材
も

流
水
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

｜
④
調
理
一

十
分
に
加
熱
し
、
室
温
で
長
く
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

｜
⑤
残
っ
た
時
一

清
潔
な
食
器
で
保
存
し
、
ち
ょ
っ

と
で
も
〃
怪
し
い
”
と
思
っ
た
ら
食

べ
な
い
で
捨
て
る
心
櫛
え
が
大
切
で

す
。

◇
◇
◇

そ
れ
で
も
、
も
し
腹
痛
や
下
痢
等

の
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
、
で
き
る
だ

け
早
く
受
診
し
「
い
つ
頃
か
ら
」
「
ど

ん
な
症
状
が
出
始
め
た
か
」
「
ど
ん

な
物
を
食
べ
た
か
」
を
報
告
し
ま
し

よ
》
っ
。

■
■
Ｆ
ｊ
●

Ｊ

ｇ
ｒ
ｂ
●

～～～～ベーー～～～～ ～～～～～～＝～～～グー～へ一～～～～～～ヘーーヘー～～～全一ヘーペーーーーヘーヘーヘーーヘーヘーヘーへ一へ一

白成
弐三
I言』 新 小内

田
棡藤

一一一一÷

三瀬菊福山俵阿梶
（

山田 II| 岡

戸籍の
▼
お
く
や
み

▼
ご
結
婚

▼
お
誕
生

上． 地島荊 谷部浦川

ぬ
り
力

優
里
花

だ
い
も
ん

代
紋

勇唯行敏

佑
介

絵
里
香

栄
次

美
沙

浩
樹

美
津
恵

一
暁

恵
理
子

藏一雄雄
へへへへ

脇太相磯
（
十
三
）

（
相
内
）

窓
へへへへへへへへ

相鶴岩＋大脇千・‐|‐
元田内松
一一一…

内田手三分元葉三
一己聿ー～一、－ヂ、－＝～三

吐
画

、
叩
Ｊ
１ 秋

71878771

歳歳歳歳 樹 人

取
材
の
デ
ビ
ュ
ー
は
保
育
園
の
入

園
式
で
し
た
ｃ
あ
れ
か
ら
三
ヶ
月
、

少
し
は
板
に
つ
い
て
き
た
か
な
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。

今
回
は
市
浦
中
学
校
の
母
と
子
の

「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
の
事
前
学

習
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
子
ど
も

を
妊
娠
し
た
時
や
、
出
産
の
様
子
を

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
託
し
た
も
の
を
謎
護
の
先
生

が
読
み
上
げ
ま
し
た
。
切
迫
流
産
を

繰
り
返
し
て
の
出
産
、
待
ち
望
ん
だ

妊
娠
、
育
児
の
苦
労
な
ど
な
ど
…
中

で
も
、
ケ
ガ
や
や
け
ど
を
さ
せ
て
申

し
訳
が
な
い
と
い
う
お
母
さ
ん
の
作

文
は
胸
に
詰
ま
る
も
の
が
あ
り
思
わ

ず
涙
し
て
し
ま
い
、
し
ば
し
メ
モ
を

と
る
こ
と
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
感
動
は
十
五
歳
の
生
徒
に
ど

の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ど

ん
な
に
世
の
中
が
変
わ
ろ
う
と

も
、
変
わ
ら
な
い
の
は
親
の
愛
で
す
。

母
の
愛
に
勝
る
も
の
は
な
し
を
感
じ

た
ひ
と
時
で
し
た
。

親
が
子
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を

子
が
感
じ
て
い
れ
ば
こ
ん
な
凶
悪
な

事
件
は
起
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

（
Ｍ
）

⑤
⑧
⑥
③


